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残留塩素の低減化対策残留塩素の低減化対策
についてについて

○塩素消費シミュレーションについて

○配水系統ごとの塩素多点注入方式について

技術部計画課
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○ 塩素消費シミュレーションについて

（１） 残留塩素の保持について

０．４ ｍｇ／ℓ 以下厚生省「おいしい水研究会」（Ｓ６０）

１．０ ｍｇ／ℓ 以下厚生労働省健康局長通知（水質管理目標設定項目）

０．１ ｍｇ／ℓ 以上水道法第２２条 （衛生上の措置）

基準値等項 目

（２） 塩素消費の要因

管網内の滞留時間が長いほど消費が多い時 間

管内面が古く、錆が多いほど消費が多い管材料

高いほど消費が多い水 温

有機物質が多いほど消費が多い水 質

内 容項 目
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（３） 配水施設・給水装置における塩素消費の概要

配水基点（配水池） 配水管網 給水装置（受水槽を含む）

Ａ

Ｂ

配水基点での残留

塩素管理目標値

Ａ＋Ｂ＋０．１ｍｇ／ℓ
Ａ ： 管網内での消費量

シミュレーションで算定

配水基点 管網末端
給水栓で０．１ｍ
ｇ／ℓ以上確保

Ｂ ： 給水装置での消費量

夏春秋期で０．３ｍｇ／ℓ

冬期で０．２５ｍｇ／ℓ
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（４） 残留塩素消費シミュレーション

管路モデルの構築 管路情報システム（マッピングシステム）を利用
水量モデルの設定 検針データの利用
残留塩素濃度減少速度係数（Ｋ）の設定

水質由来（変数：水温 ）算定式は実験による。大口径向

口径由来（変数：水温・管径）算定式は文献による。小口径向
管網解析 対象配水管網の流況（各管路の流速等）の把握

減少速度モデル式 Ｃｔ＝Ｃｏ（－Ｋ×ｔ）
Ｃｔ：ｔ時間経過後の残留塩素濃度（ｍｇ／ℓ）
Ｃｏ：初期残留塩素濃度（ｍｇ／ℓ）
Ｋ：残留塩素濃度減少速度係数
ｔ ： 時間

解析結果と現場実測の検証

浄・給水場出口での残留塩素濃度の設定

シミュレーション手法
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平成８年度

塩素消費量予測プログラムの開発

平成９年度～

現地実測調査結果とシミュレーションの比較と予測精度の向上を図る

平成１０年度～平成１７年度

（４浄水場１４給水場系）

平均０．１～０．３ｍｇ／ℓの低減化を実施

平成２０年度

ちば野菊の里浄水場系
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（５） シミュレーション結果（塩素注入量の設定）

例 ： 柏井浄水場西側施設

１．２０ ｍｇ／ℓ機場での管理目標値

１．１４ ｍｇ／ℓ機場での必要注入量

０．１０ ｍｇ／ℓ⑤給水栓での残留塩素必要量

０．３０ ｍｇ／ℓ④給水装置（受水槽）での塩素消費量

０．４２ ｍｇ／ℓ③管網内での塩素消費

０．１７ ｍｇ／ℓ②シミュレーションの誤差

０．１５ ｍｇ／ℓ①機場での塩素注入率の変動等

塩素消費量等項 目

※ 低減化前の塩素注入量（平成１３年度以前） ： １．４ ｍｇ／ℓ
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（６） 浄・給水場における塩素注入量の低減化効果
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○ 配水系統ごとの塩素多点注入方式について

（１） 配水系統例
誉田給水場

柏井浄水場西側

園生給水場

第１誉田系

12,000㎥／日

船橋系

23,000㎥／日

稲毛・検見川系

20,000㎥／日

市内系

24,000㎥／日
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（２）塩素多点注入方式への移行

例：柏井浄水場西側施設

着
水
井

沈
で
ん
池

急
速
ろ
池

塩
素
混
和
池

配
水
池

ポ
ン
プ
井

1.１mg／ℓ

1.１mg／ℓ

1.2mg／ℓ

着
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沈
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塩
素
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塩素注入量

0.7mg／ℓ

第一誉田系

園生系

船橋系

第一誉田系

園生系

船橋系

0.5mg／ℓ

目標残留塩素濃度

1.2mg／ℓ
塩素注入量

1.1mg／ℓ
塩素注入量

1.2mg／ℓ

1.1mg／ℓ 1.2mg／ℓ
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（３） 塩素多点注入の実施状況

１ 基礎調査の概要
⑴ 対象施設

塩素注入施設（注入設備・電気計装・建物）
⑵ 作業内容

・ 塩素多点注入方式の方策検討
注入地点、検査地点、注入方式

・ 塩素注入制御の精度向上の方策検討
注入地点、検査地点、注入方式

・ 施設計画、配置計画、概算費用の検討

２ 調査の優先度について
・ 送・配水量が大きいこと
・ 配水系統が機能分離されていること
・ 関連する給水場の機場数や施設能力が大きいこと


